
拡散するハビトゥス
 
１．おんなじノリから、にげる

with Fumika Sato

葉美ちゃんは都内の私立女子高に通う１７歳。パパはちょっと大きめのフツーの会社の課長で、ゴルフが趣味。ママは
スポーツジムに通うフツーの主婦で、しょっちゅう外出ぎみ。みんな自分の趣味を楽しみながら、明るくふるまうのが
上手な家族なのだ。葉美の趣味はカラオケとお昼寝。高校は友達に会いに行くところで、放課後は塾で友達になった男
の子と遊ぶのが大好き。別にそんなにおもしろい日常ではないけれど、特につまらないわけでもない。まあフツーなの
だ。

ある日、父親が近くのパソコンショップでMacintoshを買って、これからは自宅でも仕事だと、帰ってきた。しかし、
その後１週間で、使わなくなった。そんなとき、葉美が、「インターネットがオシャレ！」という記事を雑誌でみつけ
て、ちょっとパソコンにふれてみた。なぜだか、わくわくした。そしてそれから、学校から帰ると、インターネットで
遊ぶようになっていった。

ある夜、彼女はちょっと「いい感じ」のページを見つけた。モノクロで撮った海の写真が数枚載っているだけだけど、
シンプルでとてもかっこよかった。プロフィール紹介のところに同じ１７歳という年齢と「メイル待ってます」のメッ
セージををみつけた。葉美は初めてメイルを送ってみた。彼女は沖縄の子だった。

このことがあってから、葉美はいろいろなホームページを探し回りはじめた。メイル友達もどんどん増えた。同じ年の
子だけじゃなくて、企業のおじさんや中学生の男の子、美容師をしているおねえさん、いろんな人と友達になれて、と
てもうれしかった。

「ねえ、なんか葉美最近つきあいわるくなーい」。ある日、学校帰りに友達にいきなり言われた。「そんなことないよ
」「じゃ、今日ケンタ行く？」「うーん・・・」。別に何をするわけでもないんだもんな。てきとーな話、てきとーな
会話、それで時間がどんどんすぎちゃっう。なんか・・もったいない。おんなじよーな家で育って、おんなじよーな学
校にいて、おんなじよーな靴下はいて、おんなじよーなおしゃれをして・・・なんか、そうじゃなくて、もっと違う、
いろんな人といろんな話がしたい。もう同じノリは飽きた。「ごめん、今日はパス」。家に帰ったら、つくりかけのホ
ームページをまた考えよう、と葉美は思った。



拡散するハビトゥス
 
２．ノリとしてのハビトゥス、その生成する/される拡散プロセス

with Fumika Sato

「ハビトゥス」は、フランスの社会学者ピエール・ブルデューの概念である。もともとラテン語で「態度、外観、服装
、様子、習慣、気分、性質」などの多様な意味を持つ言葉である。よくいう「ノリ」という言葉は、意外にハビトゥス
に近い意味をもっていよう。

葉美が学校の友人と共有していたノリは、彼女の個人的なハビトゥスであり、同時に彼女たちのライフスタイルに固有
な構造的なハビトゥスである。だから、葉美は、そのハビトゥスにしたがっていつもの行動（慣習行動の実践）をして
いた。しかし父親がパソコンを家にもってきたことで、葉美の行動に変化がみられた。いままでの日常行動にだんだん
とズレが感じられるようになって、友人との間に亀裂が生じはじめた。ここに彼女はいままでのノリ（個人ハビトゥス
）ではない新しいハビトゥスを生成しはじめた。インターネットという新しいメディアが家庭に入ることで、葉美には
自明だった既存のハビトゥスに疑問が生じ、新しい自分にふさわしいハビトゥスの模索がはじまった。いろいろのホー
ムページをながめながら、自分を考えるプロセスを試行することで、ネットワーク環境に生きることの意味がやっとわ
かるようになっていった。そこでは、情報を共有することで、自分と環境とのバランスがとられ、環境にたいして自分
を開くことで、自分の意味が確認できるリアリティが了解されるようになった。これはボランティアだと、実感された
。葉美にとって、いままでのハビトゥスは、閉じた豊かさのなかでの自分だけの幸福の世界であり、他のハビトゥスへ
のまなざしは最初から放棄されていた。見ないことで、自分の閉じた幸福に酔える、というハビトゥスであり、それは
、父も母も好き勝手に自分のハビトゥスに籠っていた、という点では同じであった。ここではすべてのハビトゥスが、
細分化され、自閉的に孤立していた。これが粒子家族における構造的なハビトゥスであり、そのハビトゥスに導かれて
、葉美ばかりでなく、両親もそれぞれ勝手に自分の細分化されたハビトゥスを楽しんでいた。

しかし葉美には、新しいメディアが取り入られることで、まったく予想できなかった変化が発生した。それがインター
ネットの影響である。最初は、単なるオシャレではじめた行動（このかぎりでは、既存のハビトゥスのなかでの慣習行
動）なのだが、気がつくと、ネットワークそのものが与える意味の世界にはいることで、既存のハビトゥスを逆に否定
する気分や態度が生成されはじめた。見ないで閉じた豊かさに酔うのではなく、他のハビトゥスをしっかりと見つめ、
いままでまったく知らなかったハビトゥスに積極的にリンクをはり、また大胆にコピーをすることで、今まで閉じてい
た自分の枠がどんどん崩壊していった。しかもその崩壊する自我をみつめることさえ快感になるほど、自分がフリーに
なっていった。あきらかに、ハビトゥスは拡張していった。リンクされ、コピーすることで、ネットワークでのリアリ
ティを知ることで、葉美のハビトゥスは、開かれた世界そのものに拡張され、そこで共振しあうハビトゥスへと大きく
変化していった。このハビトゥスを「拡張するハビトゥス」と呼ぼう。このハビトゥスが、これから葉美の友人をも巻
き込み、もっと大きな集合的な広がりをもち、世代やライフスタイルを超えた新しいネットワークを生成するならば、
構造ハビトゥスとして意味をもち、社会システムそのものを変革し、ネットワーク社会の実現をもたらそう。そのとき
、拡張するハビトゥスは、行動実践から生成されたハビトゥスであるばかりか、社会構造を生成するハビトゥスとして
、ネットワーク社会への変革を誘導する役割を担うはずであろう。今、いろいろの場で起こりつつある葉美のような実
践は、拡張するハビトゥスへの変容を媒介にして、想像を超えた大きな社会ムーブメントを誘発し生成するはずである
。



拡散するハビトゥス
 
３．メディアの変化とハビトゥスの生成プロセス（1）

with Fumika Sato

戦後の日本社会における家族とそこでの個人のハビトゥスの変容は、メディアの変化によって大きな影響を受けている
。家庭にメディアが入り、それによって慣習行動がいつのまにか変化し、その影響で、いままで自明だったハビトゥス
（家庭と個人のハビトゥス）が大きく揺さぶられ、その結果として、新しいハビトゥスが生成され、さらにそこから新
しい構造化が誘発され、社会構造そのものが変革されることにいたる、という大きな社会変革のプロセスが読み取れる
。

ブルデューによれば、ハビトゥスは、社会構造を反映する構造ハビトゥスと、実践（習慣行動）を反映する個人ハビト
ゥスとの関係性のなかに解釈されるものである。社会構造を規定する要因は、経済（とくに、生活次元では収入）と文
化（とくに、生活次元で学歴）で、その２つのバランス状態によって、社会的位置（とくに、生活次元では職業）の関
係が確定され、それが構造ハビトゥスを構成する。もう一つの個人ハビトゥスは、日常生活における具体的な行動（と
くに趣味や所有する財）であり、それが社会的位置に投射されることで、構造と個人のハビトゥスの関係が確定され、
ここで確定された位置の分類によって、それぞれのハビトゥスの特徴が明確になる。さらに、各ハビトゥスがどのよう
な関係にあるか、が、ここでのハビトゥスの解釈をさらに重要なものにしている。つまりこの関係の変容がメディアに
よって大きな影響を受けているのである。

■凝集するハビトゥスと”あきらめ（”みえないハビトゥス）

血縁・地縁の関係によって、イエと親族構造（本家と分家）と地域権力構造が同心円的につながり、その世界で自己完
結的な日常生活が維持されていた時代にあって、人々はすべて自分の社会的位置にふさわしい分相応な慣習行動をして
いた。農家の息子は農家をつぐために、商家の息子は商家をつぐために、教師の娘は嫁入り前に女学校の先生となるた
めに、それぞれに見合った家族ハビトゥスを学習し、それをそのまま自分の個人ハビトゥスに移植していた。このよう
な地域構造のなかで生活しているかぎり、他の社会的位置にある人々のハビトゥスは「みえない」ままだった。みえな
いからこそ、彼らはそこから飛び出すことはまれであったし、飛び出そうとする動機づけさえなかった。ある意味では
、かれらはみんな、自分以外のハビトゥスを経験することを最初から「あきらめ」ていた。分相応の生き方が暗黙の規
範であり、そこからの逸脱が村八分的な制裁つまり死（社会的でもあり、生物的な意味でも）を覚悟することであると
き、他のハビトゥスを夢見ることすら許容されないことであった。このような無意識のあきらめと分相応を善とする規
範の遵守のまえに、イエと親族構造のハビトゥスは、それぞれに変ることのない強い凝集性をもち、イエのみんなの慣
習行動を規制していた。こうやって、伝統社会における村落共同体的な世界と家父長的な大家族は維持され続けたので
ある。これが５５年までの社会に典型的な「凝集するハビトゥス」である。



拡散するハビトゥス
 
３．メディアの変化とハビトゥスの生成プロセス（2）

with Fumika Sato

■階層化するハビトゥスと”あこがれ”（みえるハビトゥス）

伝統社会を崩壊に導く大きな社会変動が、産業化であり都市化であった。そこでの新しい生産様式（大量生産と大量消
費）の導入と新しい生活パターンの提供は、閉鎖的な世界を一気に壊し、すべての人々の日常のまなざしを社会全体に
まで拡大させていった。そのとき、都市生活と核家族の優位が決定的になり、さらにマスメディア（ラジオからテレビ
）と電話が核家族に浸透し、「まじめに、むだなく、我慢して、大きく」という価値規範が家族全員に共有されていっ
た。

ここにおいて、社会的位置関係を構成する２軸である収入（経済）の高低と学歴（文化）の高低は、いままでのような
世襲（社会的な属性）によって強く規定されるのではなく、個人の能力によって獲得されるものになった。それが、産
業化と都市化に平行して、社会的位置関係の獲得をよりダイナミックにしていった。その結果、分相応といった規範の
制約は崩れ、それぞれのハビトゥスは「みえる」ものになった。

家族にかんしてみると、都市の核家族が一般的なものになり、さらにそこにテレビが入り、電話（一家に一台）が入る
ことで、外部からの情報が家族の境界を超えて入り、否応無しに社会全体を意識しながら自分の家族ハビトゥスを認知
するようになった。ここでは、すべてのハビトゥスがみえる分だけ、自分の家族のハビトゥスの社会的な位置が明確に
なった。しかもここでは、家族ハビトゥスは父親の社会的位置（どの程度の企業組織に属して、そこでどのような地位
にいるか）によって決定されていたから、家族のみんなが好き勝手に自分のハビトゥスを生成しうる余地はなかった。
みんな父親をみて、それを自分のハビトゥスにしていたのである。一家に一台の電話、居間にしかない一台のテレビは
、家族ハビトゥスが家族全員の個人ハビトゥスであることを強要するシンボルであり、同時に父親の権力を誇示するメ
ディアであった。

ここでのハビトゥスは、きれいに階層化されている。これが産業社会におけるハビトゥスの構造である。しかもどのよ
うな社会的な位置にあっても、階層全体はみえるから、下の階層に位置する人は、上の階層ハビトゥスに憧れる、とい
う関係がハビトゥスの間に生成されていた。マスメディアは、その関係を煽るように、上昇指向を支持した。人々は、
こぞって豊かな生活を実現するために、高い学歴を求め、高い収入をめざした。高度経済成長期は、まさにこのような
ハビトゥスに翻弄された時代であった。



拡散するハビトゥス
 
３．メディアの変化とハビトゥスの生成プロセス（3）

with Fumika Sato

■細分化するハビトゥスと”自閉（とじこもる）”（みないハビトゥス）

７５年あたりから、消費社会への変化がみえはじめ、企業でもマーケティング戦略が重要な位置をもつようになった。
消費化がバブル期に向かって肥大化していった趨勢への認識は誰もが実感するところであろう。さらにここでメディア
が、マスの段階からパーソナル化を重視するかたちで家庭（粒子家族）の各人の個室に浸透していった。ウォークマン
やミニコンポやラジカセ、また電話の親子電話が普及して、子機が各人の個室に入り、みんなが個室を中心にして自分
の欲望の充足に走る時代になった。

ここで収入と学歴という２次元空間で構成された社会的位置に「消費のパターン」という新たな軸が加わった。人々は
あこがれのハビトゥスを目指して貯蓄（そして投資）するだけではなく、消費にかんする多様なパターンを示すように
なった。ライフスタイルが職業パターンの反映としては理解できなくなり、消費パターンを含めることではじめて理解
できるまでに多様化していった。その結果、家庭のハビトゥスも、父親のハビトゥスで代表されることはなくなり、各
人それぞれのハビトゥスに細分化されたまま、それぞれが主張されるようになった。

ここでは家族のハビトゥスは家族のみんなの個人ハビトゥスの総和としてしか意味をもたないものになってしまった。
したがってハビトゥスの関係は、それぞれが自分の細分化されたハビトゥスに自閉して、その中だけで自足することが
期待され、外部への関心はどんどん希薄になっていった。現在の若者たちに見られる「仲間以外はみな風景」という感
受性はこの細分化されたノリとしてのハビトゥスの核を構成する態度様式である。こうして、消費する豊かさの享受は
、細分化されたハビトゥスに自閉し、他のハビトゥスをみないという潔さ？のなかで、実践されたのである。



拡散するハビトゥス
 
３．メディアの変化とハビトゥスの生成プロセス（4）

with Fumika Sato

■拡散するハビトゥスと”支援（ささえる）”（みつめるハビトゥス）

そして９５年あたりから、日本社会はバブルに懲りて消費化からめざめ、新しい方法を模索しはじめた。それが豊かな
社会における情報化（情報ネットワーク化）である。ネットワーク環境の急速な基盤整備とそこでのインターネットの
普及によって、新しい情報リテラシーの理念（情報所有から情報共有）がある種の社会合意をえることで、新しいコミ
ュニケーション行動が支持されるようになってきた。それが、メタファーとしてのボランティアである。たとえばイン
ターネットでホームページを作成すると、それは情報発信だと思われるようだが、それは間違っている。そこでは、誰
も情報を発信していない。そこでの情報は所有されているのではなく、他のすべての人に開かれ、リンクなりコピーさ
れることを期待されているだけである。所有ではなく、共有された情報である。だからウェブで情報を公開することは
、相互に情報支援をするためであり、情報所有による経済的交換や権力行使のためではない。これは、コミュニケーシ
ョン行動を基本から変革するものである。今までの情報行動の図式は、主体が情報を所有することを前提に、その情報
をどのようにして他者に伝達するか、というものであった。しかしインターネットでの行動は、それとはまったく異な
る。主体はいつも情報を所有していないから、その欠落を埋めるためにインターネットに参加するのである。そして所
有している情報は、他のすべての主体の情報ニーズを充足させるための支援に利用されるためのものであり、基本的に
は、所有というマインドはここにはない。

さらに、メディアとしては、携帯電話のようなメディアがインターネットの世界とつながることで、いつでも・どこで
もコミュニケーションが可能になる条件が整いつつある。ユビキタス・コンピューティングの世界がここで実現されつ
つある。ここではじめて、ネットワーク社会がみえてきた。

このようなネットワーク環境が生成されるとき、そこでコミュニケーション行動を実践するほど、いままでの自分では
ない自分を発見するはずである。情報を所有することで関係を維持していた強い自分ではなく、情報を共有することで
相互に支援する関係にいる弱い自分をみつけて、そんなはずではない、と思うことだろう。ここで自分の既存のハビト
ゥスに根本からの変更が迫られる。いままでのように自分だけの関心（趣味）の世界に自閉しているのではなく、一挙
に世界に自分をリンクさせることで自分らしさを求める、新しい自分のハビトゥスが生成させられる。このハビトゥス
は、自閉するハビトゥスと対照的に拡散するハビトゥスである。自分をどこまでも開放し、世界に一体化することで自
分のアイデンティティが獲得されるのだとしたら、その自分のハビトゥスはどこまでも拡散されており、しかも支援す
る/されるまなざしを自覚して世界とつながる意味で、しっかりと「みつめるハビトゥス」である。



拡散するハビトゥス
 
３．メディアの変化とハビトゥスの生成プロセス（5）

with Fumika Sato

最初に、葉美という架空の女の子を設定したのは、このようなハビトゥスの変容を具体的なイメージを伝えるためであ
る。彼女がいままでの細分化されたハビトゥスから目覚めて新しい自己を生成するには、ネットワーク環境に触れるこ
とが必要である。その環境が、新しい自己を誘発し、彼女の個人ハビトゥスの変容を迫るのである。

その個人ハビトゥスが構造ハビトゥスまでに変容するには、彼女のような女の子がどんどんネットワーク環境を楽しむ
経験をしなければならない。そのような時がきたとき、細分化された構造ハビトゥスは、拡散する構造ハビトゥスへと
移行し、新しいネットワーク社会が社会構造として生成されていこう。これは、これからの２１世紀にかけて期待され
る大きな社会変革である。このとき、ジェンダーとメディアの関係もまったく異なったものになるはずである。


